
の町並みに着目し9 町の様子について予想を立て，それを確かめに行く活動である。 2回目の探検

ではヲ 1回目の探検で見つけたお店に着目しヲ石橋町のキラリを見付ける活動である。 1回目の探

検の中でヲ一つのお店の人との！出会いをすることで句「他のお店はどうかな？」「何があるのかな？ J

という問いに、つなげり「あのお店に行って話が聞きたいJ「もっと知りたい」という願いへと高めて

し、きたいと考えた。

石橋町への探検で見付けたことや出会った人について伝え合う場面ではヲ伝え合う手段としてキ

ラリクイズのリハーサノレを行う。クイズ、をする対象は隣の学級（ 2年2組）である。同じ探検をし

た2組の子どもを相手に，「自分たちはこんな石橋町のキラリを見につけたよJと，伝え合う活動を

取り入れることで，石橋町という町に対する親しみの気もちを自覚化できるようにしたい。また，

リハーサルを行う目的を明確にして活動することで，町への気付きが明確化され9 「わかりやすく

伝えるためにはどんな工夫をしたらいいかな」という新たな関いにつなげて‘いきたい。このリハー

サルを行う中で「どんなことがキラりなのか伝わったかな？」「よくわからないことはあるかな？」

と掘り下げることでヲ「もっと分かりやすく伝えるためには」という視点を明確にした学び合いに

つなげたい。そしてヲ「まだ知らないことや知りたいことがたくさんある！」と聞いが連続してい

く中で，自分たちのくらす学校の周りの町についての見方がより豊かになっていく姿を目指してい

きたい。

(3）本単元の内容における開いをもち追求する姿を育成するための具体的な手立て等につい

石橋町を子どもたち一人一人が探検したい，探検を通して学んだことを生かし，伝えたいという

思いを高めるためにはヲ対象を徐々に広げながらヲ追求が深まっていくようにすることが大切で

学校の）司りの様子の比較から石橋町ムー

i 単売のねらい
学校の周りの町を探検することを通してラ地域の人やものに進んで関わりり

そのよさを｛云えたいという思いをもつこと

2 授業の構摺

( 1）子どものとらえ！こついて

太主主級の子どもたちは， 1年生の時に 1年間を通して隣接する幼稚園の年長児と関わりをも

キ日手ム気持ちを考えながら活動を続けてきた。この取組を通して，自分がやりたい遊びゃ活動に没

頭して取り組むと同時に9 「この遊びをしたら相手はどう思うかな」「楽しいかな」と相手の気持ち

ゃ立場に寄り添おうとする姿が見られるようになってきた。隣にただいるだけの年長さんという対

象だったがラ「一緒になかよく」という視点をもち活動することでラ「一緒になかよく遊ぶために

という問いをもっ姿が表れた。

2年生になり q 1年生を学校案内する活動を行った。「やさしくヲ安全にう楽しくJというめあ

てを意識し9 1年生を一人にしないようにと手をつなぎヲ声をかけながら歩く姿が見られた。この

ように合対象は変わっても9 その人と自分との関わりの中で，「次はこうしたい」「こうしたら，ど

うなるかな」「や vってみようJとさらなる願いや間いをもち追求する姿を期待している。

しかし，少し広い視野で見る L 学校にはいろいろな人がいて働いておられることや家族や友だ

ち，先生；学校に出入りする様々な人とのつながりが自分の生活を支えてくれていることにはまだ

自を向けられていない。このような実態を踏まえう本単元ではヲ学校の周りの人と出会い’子ども

ちのくらしを支える大切な人であることに気付くことができるようにすることをねらっ。

(2）本単元の内容と生活科で者える間いをもち追求する姿との関わりについて

本単元では このような姿を目指すためにラ関わる対象を学校内の身近な人やものからヲ

周りの人やもんこ広げヲ一人一人の思いがつながる学習をしていしここでヲ子どもたちと関わら

せたい対象として9 石橋町の町を取り上げた。石橋町は古い町並みでありヲ昔から人と人との関

りが深しそこに住む人のくらしをしっかりと支えている。このような魅力ある対象との出会一

ブことi子どもたちは9 「この臭いはなんだろう？あのお店に行ってみた山」というよう

気日きの芽生えがも切てると考えた。この気付きを勺自分む願いに引き寄せて問いをもつための手立

てとして匂お店やそこで（動いておられる人に着目する。初めての探検のi擦にはヲ一つのお店に行

合 お店の様子や働いておられる人に仕 う場を設； るO この活動を振りi 中からヲ「他の

はどろな if~）ているのだろう？ J 「 i自のお）吉の人も』こも話を昔jさたいな」と問いがつながつて1;＼くと考

えそ，，：そLてq 「刊日見付けようJ とj差案することでヲ子どもたちがより主：：ノ体的に追求のブ子向

帥；：L〆F

取、り上げてし、ることを宝かしたものである O ここでの鮒きを自覚化したりラ空知今体で共有化し

りしていくためにグイズという形で見付けたことを紹介する場を設定する。

キラリをわかりやすく｛云える」というネ見点で活動す7ることでラ見つけたこと

場で人やものへの問いがつなが、っていくと考えている。

きる。

は」

（金20時間）属関計画3 

具体的な学習。内容

。屋上から学校の周りにあるものを見付ける。

・学校の屋上から見た，学校の周りの様子について話し合う。

け，どんなものがあるか見付付る。

「わくわく探検マップ」を作る。

→ 
〆

りヲ：写哀を：｛吹った

ι：＇：＼ラリ」グ ，｛；てのジノヘーサjレるfし1;r;Jiり吟

りをもっと分かりやすくするためにアドパイスL台う。

。「石橋町のキラリ」ダイスを通してー

などp 隣の学級（ 2年2t:§)

－石橋町で見付けたことやものをもとにヲ

作る。

nu 日む

1回目はヲそのために，石橋町への探検を2回計画した。る。

露翼い番記者るって地域の人と関わりp 主題輔のよ審査鰻え先い
という患い審高崎番手ども

をもtrJ1:l1或t乙幸先L

～石橋間？のキラリ見つけようきいて2年「ある

日寺

よ
れ

乙

主な学習

学校の周りにはどんな

ものがあるのか見つけ

よう

次

1 

学校の西側とツブJ と

について考える。

。学校の西側（石橋町）の：様子について予想を立てる。

し， I可の様子について調べる。

⑩石橋町在、調，＜1：－分かったことを出し合いっもっと

店について『聞きたいことを考える。

ぶこ出かけて質問し，キーラりを見付ける。

3 もっと知りたくなっ

－出かけて見つけたことを出し台い

3。4

5・6

7 

8 

9 , 10 

11 

石橋町のキラリを見つ

けよう

n 
ム

12・13

一一一一」一一一
村 l ことやもの

「石橋町のキラリJタイズにまとめる。りして匂

14・15 

16・17 

］合・20

18 

石橋町で毘つ

リを伝え合おう

0 

の場で「石橋町の

う学び合いの



と考える。

めの支え

他のグループにどのよう

えるという方法をとっ

どのようにクイ

見付

この

［お店のキラリ

ス
’~io 

した。お店に行って知りたいことはたくさんあったがヮ判！えの非道のめあてとして

宇見つける」ことを視点としrて与えた。一人一人が知りたいことを聞く！ゃから、

けることで，お店やそこで働く人に親しみをもって関わることができると よ

ように，対象附して親しみをもちながら活動をすることが守「もっと女川 1点し、！

／しるのかとb、ラこど

この方法

にして伝えるかを：考えることるために， f可

けラ伝えるとい弓

めで

して見付けたこと

のキラリ」をタイ

クイ

いう思いの高まり

は）向い

お店への見学

る場面では，

のお店のキラリ

て，お店のよさ

明確になると考

ば屋に見学に行うたグループが見付けてき

ラリである。このキラりをどのようにヲ他の

えるかを話し合いヲ紙芝居という方法を思いつい

を作札紙芝居にかき，発表の練習をしてい

この段階では，これ以上付け加えることや見直すと

いと言っていた。しかし9 内容はヲ聞いてき

ことをそのまままとめであるものでラお店のよさが分かりにくいものであった。そこで。

ビデオに撮り，見せたところ，「宇が見えにくい。声が聞こえない。」という意見に加

りにくい。」という意見が出たため，「何が分かりにくいの？！と問いかけると，「キラリか

という答えが返ってきた。そこでヲ「もう一度何がキラりなのか考えてみよう。」と投げかけること

ラリころは

を作った。この話し合い

きたのかということ

クイズの中心として取り上げてラ

えていこうという

「わ

0 ・・」

でヮ話し合いのきっか

を通してヲ何年前に

（図 3 （ア））

の人のす

ザつ

よさ

パシブ L，ツトのようにまと

4）。ることに

レ

うことよりも‘パンフレット

るかということに力

っている。
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して見ている範囲の
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ることから

ら「周

ら見

（ウ）同じ長さに切るのがす
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らないところJヤ千子って
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いという思いが高まる

の中でう
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ら

くことに

石橋町への 1

っているお店
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他の

閉
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：それぞれのグノいブの発表でi苛りのみんなからアド

バイスしてもらったんだけど屯こjもをどうπアる？

児童B：今日できていなか勺たことをし、ろいろと教えても

らったから，本番の時にしっかりとやりた

児童C：自分はいいと足ュエヒ主立と」主三＿＿！｝＿去三並立二jょζ二；

なげるために9 アドバイスされたことに対してどうしていきたし、のかという具体的な取組に目を向

けるように投げかけた。児童Cはラ初

めは下線部①にあるように，「キラリ

との発表をもとにヲ

の場を設定

キループ

⑦気付きの広がりや深まりをねらいとした学び合いの場面の設定

「石ばし町のキラリクイズ大会のリハーサルをしよう」ではう

ラリがもっとよく伝わるようにするために，他のグループがアドバイス
T 

という漠然と

「本番に

という

学級全体の思いが高まったところで，

「何がしたいの？」と~げかけること
かったんだなあっ壬旦ヒ主L主ι一年：

：次が本番だけどどうしますか。T 

児童D：もうちょっと練習したい！

児童E：もうちょっと考えたい！

τ ：アドバイスしてもらったことをやってみたいという
・クイズはもっと難しい方がいいと思

身近な人への気付きゃ，親しみをもっためにはラ

うな出会わせ方をするかということがとても大切になるこ

とが確認できた。最初の出会いから向いが生まれラその向

いを追求していく中からもっと知りたいことラまだ分から

ないことといった次の間いが生まれていく姿が見られたこ

とは9 よい出会いができた結果である。またラ子どもの思

いに沿いながら，繰り返し対象と関わることを通して親し

みが愛着へと深まる姿も見られた。

その一方でう追求の深まりには，個人差があることも事

実である。一人一人との対話を通して個々の思いを深くと

らえ勺集団の中でfl耳が生かされるようにしていくことが大

切である。

単元の終わりに

もっとわ

どのよ

国 6：リハーサルの中で出7こアドバイスや気付いたこと（全体）

しも

ところ（キラリ）も交えて書かれているもの

の日に家の人と一緒にお店に行き，直接見学のお礼在伝えたりラ

日記に書いたりしている子どももいたのこのように学習を通レて地域の人と

ながった。これからもラ子どもの心に響く学習を実践していき

｛文責和田

Q
d
 

nxu 

がわかりにくかった。J

した捉えであった。しかしヲ

向けてもっと練習をしたい」

でラ下線部②のように「もっと（お店

のよさが）わかるように紙芝居を工夫

という具体的なめあてへと

キラリを言ったんだけど，少しわかり

にくかった。（そば屋！のよさが）ちゃんと伝わっているとおもっていたけど，

少し分かりにくかったと思いました。アドバイスしてもらった

ことをみんなで考えたいです。 （児童A)

さらに，学び合いを経て深まり

ながる姿が表れた。

こと？

児童 ；はいO

T ：じゃあ次の時聞に何がしたいの？

児童C：キラリが分かりにくかったって言われて，

かるように紙芝居を工夫したい。②

児童F：アドバイスを完壁にしたい。

児童G：アドパイスを実行して本番に向けて成功させたい。

児童日；アドバイスを直してみてラ本番にむかいたい。

したい。」

変わっていった。この場面は，児童C

が自分では気付かなかった，お店のよ

さを伝えるために何が必要かというこ

とを感じ取った瞬間である。この学び

合いを通してラ一人一人が次へのめあ

てを明確にしヲ一人一人の思いを大切

にしながらグループで再検討し，本番

に臨む姿につながった。

このようにヲ本時のめあてを柱にしてラ発表後に生まれる間い，

よりよいものにしていきたいという願いから生まれる間いへと，間い

5 

に手紙を書く

し1

ザつ

る

。詰し方が少しj)fかったわ

．一つのキラ l）を一

りやすいと思う，；

おわりι

アー

つ。

リハーサルはヲ自分たちにとって一番分かりやすい方法

だと考えてヲ話したり見せたりしていたことを周りから見

てどうだったのかという意見をもらう場である。このリハ h ーサノレ9 そして，アドバイスを通して9

自分たちが見付けたキラリをヲ相手に分かりやすく伝えるにはどうしたらよいかを一緒に考えてい

く場であるということを確認した（国 5）。このことでヲアドパ以という形で言ってもらうこと

を宵定的に受け止めヲもっとよいものにしていきたいという思いをもつことができたと考える。

②活動を振り返り 9 関いが連続する学び合いの場面の設定

リハーサノレが終わってからラ 2つの視点で活動を振り返った。一つ日はラ各グループの発表を見

γ賊じたこと，二つ目はヲアドバイスを受けて感じたことである。各グループの発表を見て感じた

こよで、はヲ声の大きさや分かりゃす札方法など，自分たちの発表と比較してどうであったかを振

り返った意見が多かった。中でもっ相手に伝えるための方法に対してはヲそれぞれのグループのエ

夫（紙芝居‘うパンブレツトラパネルなど）への関心が高くラそれぞれのよさに自を向けたものが多

かった（国 6）。

さそどてい

した。

そば屋グノレーフOの発表後の学び合いの場面ではヲ発表の

仕方と内容に関わるものの両面の意見が出た。

活動後のふりかえりには，次のように書かれていた。

、1ここと5：発表後のアドパイ

った

、十ノ付［見
λ
V＼
ι司

市一

N
円力自

丸ま

お世話に

見学その手紙には9

る

7)。

ということ

ことが地域〈の

‘コ
bア l 、ブて：
ιつ，［..＇ <__: 

物

関わっ

し

も

し、る発言

するとう 1もう

をたきくするとキラ

のかという

ること

ー・＇，
ノ

て偽

Jコ

」叶し，-c日

どもことがf云わったのカλという視υ点でt辰り3亙るよう

るように話すとよい

リがよ＜ f云わると思う。Jなど、9 お店のよさを伝えるための発表の仕方はどうで

りかえりが出てきた。このようにめあてに対して何を振り返るのかという

次のめあてにつながるふりかえりが生まれていく。そし
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りか

お！苫のよさ

し

この

め守いての意見が多かっしかし9

のよさ

で、




